
ダイコンアブラムシ Brevicorynebrassicae L.の

有麹型出現iζ及ぼす飼育密度の影響*

河 田 和 雄

アアラムジの有麹型出現に関する研究仁ついては， Davidson (1914)， Gregory (1917)， Sinji 

(1917)， Shull (1918)， Wadley (1923)， Ewing (1925)， Rivnay (1937)， Smith (1937)， 

Evans (1938)， Schaefer (1938)， Bonnemaison (1951)， Noda (954)，等の業績が既仁あ

るから， その有麹型出現の原因仁ついては漸次判明しつつあるが， 最も重要な課題である有麹型出

現の作用機構については，まだほとんど究明されていなし1現状である.筆者はこの原因究明の手はじめ

として，ダイコγアフラムジ Brevicorynebrassicae L.をもちゃて，有麹型出現仁関係があるとお

もわれる2，3の要因lこついて実験をおこなったので， この結果を報告する.

御指導を賜わり，本稿をつぶさ仁御検問いただいた当研究所安江助教授に厚〈御礼申し上げる.

材料と方法

材料は岡山県倉敷市所在，岡山大学農業生物研究所圃場において採集した， 無麹胎生雌虫

を17.50Cの恒温室仁持ちかえり，ナタネ Brassicacampestris L. (農林 16号)を飼料として

数世代つづけて飼育したものをもちゃた.方法は筆者の新しく考案した， カプセルを利用して飼育す

る方法で，これをカブセル法と名づける.使用方法を説明すると，第 1図のように， 先ず日本薬局

方の00番カプセル(直径 0.8cm，長さ 2.3cm)の中味を， 0.5cmの円筒型仁切断して，これを

第2図に示したよう仁， 鉢植えの寄主植物上仁， セ口テープ仁て止める. (この場合カプセルによっ

て固まれる食草田積は，約 0.45cm2である.)そしてカプセルのもう一つである蓋の先端じ 解剖針

で10数個の孔をあけて換気孔とし士. この方法1:1:， 簡単でしかも， 飼料である寄主植物の葉の状

態也 実験温度の高低仁拘らず，比較的均一に保持できることが， 従来の方法より改良された点

である. とのカプセルのなか仁産下後 24時間以内の仔虫を 5，10， 20匹の3密度区に分けていれ

も成虫になったときの麹型を調査した.実験温度は 17.50C，250Cの2通りの恒温で， 照明と

しては， 20Wの白色賛光灯を 24時間照射した. なお飼料としてナタネ(農林 16号， 以下ナタネ

と略す)，山東ハクサイ Brassicaρekinensis RUPR.の2種類を使った.また親世代の麹型の影

響をみるため仁，祖母虫が無麹型で， 母虫が有麹型である仔虫群をAとし， 祖母虫が有麹型で，

母虫が無麹型の仔虫群をBとし， 祖母虫，母虫とも仁無麹型の仔虫群をCとして， 3系統のアフ

ラムシをもちゃた.各実験区とも，供試虫は 100匹で，有麹型出現率の平均値を比較した.

*ダイコンアブラムジの生態学的研究 第 2報
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第 1図カブセル原図 第2図 食草葉上の飼育容器

右.カプセル 左.セルロイドキャッブ

実験結果

ダイコシアブラムシの仔虫を3密度区仁分けて飼育したところ， 第 1，2， 3， 4表および第3図

の如き結果をえた.すなわち密度5の実験区(以下 d=5と略す〉で有麹虫が現われたのは， 実験

温度 250Cで，ナタネを飼料として飼育した， C系統(有麹型出現率 4.4%)ι 同温度， 同

飼料のB系統の場合の 3.2%の2区のみで， d=5 では有麹型の出現率は非常に低~\ d=10の実

験区仁おける有麹型出現率はA系統の各aO%を除くと平均 12.7%となり， 有麹型出現率の最

高を示したのは実験温度 250C，山東ハクサイ仁おいて飼育したB系統の23.1%であった.d=20の

実験区では，有麹型出現率はA系統を除くと，実験温度 17.50C，山東ハクサイを飼料として飼

育したB系統の22.0%が最低で， 実験温度 250Cナタネ仁て飼育したC系統仁おける 60.9%が

最高であり， 平均は 33%弱であった. なおA系統(有麹型母虫より直接生れた仔虫群)からは

第 1表 飼料ナタネにおける有麹率

(17.50C) 
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第 2表 飼料ナタネにおける有麹率

(25.00C) 

系統
有麹 無麹

密度 虫数 虫数死虫数有麹率

A 

ro 
o，J

 

n
u
n
u
n
U
 

Q
d
n
v
Q
U
 

噌

EA

唱
目
.

噌

i

凸

u

η

，4

-

《日

AQ"日d

n
百

n
U
n
U
A
U
 

F5包

O

O

噌

-

0

4

B 

。，u
n
E
R
υ

-

-

-

qδ

の
4
F
h
υ

η
L
q
δ
 

a
u
η
t
a
a
τ
 

噌

E
A
Aソ
ゐ

唱

i

a

n宮

Q
u

n
w
U
F
O
a
a
τ
 

q
δ
Q
d
n
t
 

噌

i

O

4

5

0

0

 

噌

i

n

Jゐ

C 

a
a
-
A
U

仇日

-

-

-

a培
噌

i

A

U

。，u
c

o

n
u
u
n叫
M

噌

EA

T
i
q
J
 

η'
凋

告

句

4

0

0

Z

U

0

4

 

4
a
τ
7

・
0
4

唱

-
4佳

5

0

0

 

-品。，白

- 206ー



第3表 飼料山東ハクサイにおける 第4表 飼料山東ハクサイにおける

有麹率(17.50C) 有麹率 (25.00C)

系統 密度 有虫数麹 鰭死虫数有麹率 系統 密度 有虫麹数 霊童死虫数有麹率

5 。99 1 。% 5 。92 8 0%  

A 10 。92 8 。 A 10 。89 11 。
20 。89 11 。 20 。91 9 。
5 。98 2 。 5 。91 9 。

B 10 4 92 4 4.2 B 10 18 60 22 23.1 

20 20 71 9 22.0 20 46 46 8 50.0 

5 。94 6 。 5 。92 8 。
C 10 9 86 13 9.5 C 10 9 75 16 10.7 

20 21 54 25 28.0 20 17 47 36 26.6 

d=20， 実験温度 17.50Cのナタネ仁て飼育した場合仁おいて， 僅かに 1匹の有姐虫が現われた以

外は全部無麹虫であった.

親世代の麹型の違いによる有麹型出現率の差

親世代の姐型が子世代lこどのような影響を与えるかをみるためにつくったのが. 第5，6， 7表で

ある.第5表仁よると，祖母虫が無麹型で，母虫が有麹型であるA系統ι祖母虫が有麹型で母

虫が無麹型であるB系統ど¢間仁おける有麹型出現率¢差は，最低0から最高 50%で， B系統の方

が有麹率が高<， d=5の全区と d=10の17.50Cのナタネおよび山東ハクサイ飼育を除くと，何れも

第 5表 A系統とB系統との有麹率の差 第6表 A系統とC系統との有麹率の差
噌渇司園田=司==

温 度と飼料 密 度 A-B 温 度と飼料 密度 A-C 

5 o % 5 。%
17.50Cナタネ 10 -6.4 17.50C ナ タ ネ 10 -3.3 

20 一24.5 20 -22.0 

5 。 5 。
17.50C 山東ハクサイ 10 -4.2 17.50C 山東ハクサイ 10 -9.5 

20 ー22.0 20 -28.0 

5 -3.2 5 -4.4 

250C ナタネ 10 -22.9 250C ナタ ネ 10 -21.0 

20 -35.5 20 -60.9 
<:"'ーー-ー・ー・・-

5 。 5 。
250C 山東ハクサイ 10 -23.1 250C 山東ハクサイ 10 -10.7 

20 -50.0 20 -26.6 

-207ー



5%の危険率で有意差(以下危険率5%を略

す)が認められた. つぎにA系統と，祖母， 母

虫ども無麹型の C系統との間lこおける有麹型

出現率の差は， 第6表のように最低0から最

高60.9%の差でC系統の方が有麹型出現率が

高<， d=5の全区と d=lOの17.50Cのナタ

ネ飼育の場合を除包 有意差が認められた.B

系統とC系統との比較は第7表に示したよう

に， 17.50Cのナタネと， 250Cの山東ハクサイで

飼育した場合には， B系統が， 17.50Cの山

東ハクサイと， 250Cのナタネで飼育した場合仁

は1例を除くι逆にC系統の方が有麹型出

現率が高く， d=20の250Cで飼育した場合，

ナタネを飼料とすれば， C系統が有麹率が高<.

山東ハクサイを飼料とすれば逆にB系統の方が

有麹率が高くなり， 各々有意差があったこの

ように両者聞には一定の傾向を認めることはでき

第7表 B系統とC系統との有忽率の差

温度と飼料 密度 B-C 

5 o % 

17.50Cナタネ 10 + 3.1 

20 + 2.5 

5 。
17.50 C山東ハPサイ 10 -5.3 

20 -6.0 

5 一1.2

250C ナタネ 10 + 1.9 

20 -25.4 

5 。
250C 山東ハクサイ 10 +12.4 

20 +23.4 

なかった.つまり仔虫の姐型は， 母虫が有麹型であれtf，有麹型になりにくい傾向があるが，しかし

祖母虫の麹型仁は影響されることはない.
第8表 温度の遣いによる有麹率の差

温度の違い仁よる有麹型出現率の差

実験温度17.50Cと250Cの2種類の異った

温度における，有麹型出現率の差をみると，第

8表の通りである.これによると，ナタネを飼料と

して飼育した場合仁は， その差は B系統では平

均9.9%，C系統では平均20%で250Cの方が

有麹型出現皐が高く， 一方山東ハクサイを飼

料とした場合には， d=20のC系統の1例を除

くと， やはり 250Cの方が有姐型出現率が高

<， 統計処理の結果によると， ナタネ飼育では

飼料と系統

ナタネ

B 

ナタネ

C 

d=lOのB，C両系統と， d=20のC系統の場 山東ハ Pサイ

合仁，一方山東ハクサイ飼育ではd=10とd=20 B 

のB系統において各々有意差が認められた. こ

のような有麹率の差は栽培温度の差によってお

こった， 飼料の栄養的な変化仁よるものか， あ

るいは， アブラムジ自身の生理的な変化によるも

のかは，さら仁分析をしてみる必要がある.

山東ハクサイ

C 
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密度

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

平均

17.50C 
-250C 

-3.2 % 
-16.5 

-9.9 

-9.9 

-4.4 

-17.7 

-37.8 

-20.0 

O 

-18.9 

-28.0 

-15.6 
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飼料の遣い仁よる有姐型出現率の差 第9表飼料の遣い仁よる有麹$の差

ナタネを飼料とした場合と，山東ハクサイを飼

料どした場合の， 有姐型出現率の差は，第 9

表仁示した.この表によるど，実験温度 250Cの

C系統では平均 16.3%の差でナタネで飼育した

方が有麹虫が多かったが，同温度のB系統では

平均3.8%の差で山東ハクサイで飼育した方が，

僅か仁有麹虫が多かった. 実験温度 17.50Cに

おいては， B系統ではナタネで飼育した方が多く，

C系統では反対仁山東ハクサイで飼育した方が

有姐虫が多かった.統計処理の結果仁よると，

有麹型出現率はB系統(飼育温度 250C，d 

=20)では山東ハクサイを飼料とした方が高<，

C系統〈飼育温度 250C， d=20)ではナタネを

飼料した方が高くなり，とも仁有意差があった.

このよう仁本実験からは飼料の違ひによる有麹型

出現率の差仁は一定の傾向がみられなかった.

密度の違いによる有麹型出現率の差

アブラムジの俵息密度の違いによる有麹型出

温度と系統

17.50C 

B 

17.50C 

C 

250C 

B 

250C 

C 

密度

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

平均

5 

10 

20 

ナタネー
山東ハクサイ

o % 
+ 2.2 
+ 3.6 
+ 1.9 

。
-6.2 

-4.9 

-3.7 

+ 3.2 
-0.2 

-14.5 

-3.8 

+ 4.4 

+10.3 

+34.3 

平均 +16.3 

現率の差は， 第 10表と第3図に示した これによると， 温度， 飼料および系統の如何仁拘ら

ず，供試虫の密度が 5，10， 20ど増加する仁伴って，有麹型の出現率も増加する.そして d=5と

d=10の差が平均 11.7%であるのに対し， d=10とd=20の差は平均21.3%となり， d=20どd=5

の差は，さらに大きく平均33.0%に達している.そして統計的仁も d=5とd=10の聞の2例を除く

第 10表 飼育密度の違"、仁よる有麹率の差

温度
密 度

飼 料 系統
10-5 20-10 2仏ー5

B + 6.4% +19.2% 十25.6%
ナ タ ネ

C + 3.3 +19.8 +23.1 
17.50C 

山東ハクサイ
B + 4.2 +17.8 +22.0 

C + 9.5 +18.5 十28.0

B +19.7 +12.6 十32.3
ナ タ ネ

+16.6 ート39.9C 十56.5
250C 

3 十23.1 +26.9 十50.0
山東ハクサイ

C +10.7 十15.9 +26.6 

平 均 +11.7 十21.3 +33.0 
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と何れも有意差が認められた このよう仁幼虫~飼育密度が高くなると， 有麹型の出現率も， それ

に比例して増加するが， これは集合飼育仁よる葉¢萎凋， そしてそれ仁伴う摂食量¢不足が虫体に

何等かの変化をおこして， 有麹型発現の原因仁なるものと考えられるが， この問題仁ついては改めて

精しい実験を行うつもりである.

考 察

Schaefer (1938)はエンドウヒゲナガアフラムジ Macrosithumtisi KALTで，有麹型の出現

数は， 寄主植物の大きさに反比例す

るとのべている.またNoda(1954)はム 60 

ギヒゲナガアブラムジ Rhota/osithum 

trunifoliae FITCHの有趨型の出現率

は，飼育する幼虫の棲息密度に比例し

て増加することを明らか仁した.本実験 50 

におやても， ある限定された葉面積のな

かで， 高密度状態にして飼育すると， 生

親世代の趨型が無姐型であるならば，

温度， 飼料の如何に拘らず， 幼虫の麹40

飼育密度が高くなる程， 有趨型の出

現数I:l:増加する. しかしその出現率I:l:，

ムギヒゲナガアブラムジでは， 10cm2当率

り80匹の密度におやて，最高 84・994(30

である勿に対し， 本実験方ダイコン71~
ラムジでは， 同密度に換算しても， 最

高60.9%であり，やや低くなっている.

このことはアブラムジの有趨型出現率は 20 

種類により一様でないことを示してや

る. 季節， 寄主植物の状態にもよる

が，一般に野外において， モモアカアブ 10 

ラムジ MyzusρersicaeSULZERのよ

うに，比較的低密度の状態で分散して

しまひ，他の寄主植物に移るものもあれ

ば，本種のように高密度状態で集中し

て寄生するものもあるよう仁，アブラムジ

d;種類によって，最適棲息密度を異仁

してやるものと考えられる. そして最適

棲息衝度の遣いが有姐型出現率{こも

反映しているものと推定される.次に母

虫の麹型の影響については， 母虫が有

姐型であれば，仔虫は密度を(葉面積

(C) 

5 10 20 
食草面積 O.45cm2当りの個体体数

第3図 緩怠密度と生麹率との関係

A. 250C.ナタネ.C系統 B. 250C.山東ハクサイ.

B系統 C. 250C.ナタネ.B系統 D. 17.50C， 

山東ハクサイ.C系統 E. 250C.山東ハクサイ.C系

統 F. 17.f>oC，ナタネ.B系統 G. 17.50C.ナ

タネ， C系統 H. 17.50C.山東ハクサイ.B系統
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0.45cm2当り 20匹〉高くしても， 有趨型は出現し仁くい. しかしこの影響は1代限りであって，

次の世代tli， 影響をおよほすことはない. Smith (1937)はモモコフキア7ラムジ Hyaloρt，rus
ρruni CGEOFF.)仁おいて，高温がアブラムシを飢餓におとしやれる結果，有麹型の出現率を高める

とのべているが，本実験の場合でも， 17.50Cど25
0
Cの飼育温度でくらべると， 後者の方が有麹

型の出現数がやや多かった. しかし，これをもって直ち仁 Smithの論説が適用されるか苔創立，さら

仁研究を要する問題であろう. 山東ハクサイとナタネを飼料として飼育した結果からみると， との両

者間仁は， 有姐型の出現率に差があるとは認められなかった. すなわち， 有趨型出現率は少くとも

本実験の場合では飼料の差仁よってはあまり影響されないといえる.

本報告の要旨は既に 1959年日本見虫学会第19回大会〈岡山市〉において発表した.

嫡 要

ダイコッァフラムジ Brevicorynebrassicae L.の産下後24時間以内の仔虫を著者の考案し

た小型カブセル内仁 5，10， 20匹の3密度区に分けて飼育をつづけ， 成虫になったときの趨型を調

査した結果によると， 飼育密度が増加するにつれて有麹型が多数出現する. 文有姐型の個体から

直接生れた仔虫からは高密度区においても，有姐型は非常に出現しにくやことが分った. 一方飼料

〈ナタネと山東ハクサイ〉および，飼育温度(17.50Cど250C)の趨型に与える影響は， 密度の

影嘗にくらべると，かなり弱いようである.
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